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岐阜連携都市圏を知ろう！ 岐阜連携都市圏を知ろう！ 
④瑞穂市 ④瑞穂市 

　18本の一級河川が流れる、

水に恵まれた自然豊かな地域

です。一方で、車で15分圏内

には、商業施設や医療機関な

どが揃い、利便性も兼ね備え

ています。JRを利用すれば岐

阜駅まで約5分、名古屋駅まで

最短25分で移動可能です。 

　県内で平均年齢が最も若く、

人口が増え続けている活力の

あるまちです。 

市勢データ 
（平成30年4月1日現在） 
■人口 54,191人 
■世帯数 20,883世帯 
■面積 28.19km2

8月上旬 
（予定） 

10月26日 
（予定） 

11月上旬 
（予定） 

みずほ汽車まつり 
JR穂積駅が設置されたことを記念し、昭和31年から続いている行事です。ステージ
イベントや瑞穂市商工会による多彩な屋台で賑わいます。 

（瑞穂市役所穂積庁舎 ［瑞穂市別府1288番地］） 

皇女和宮秋の例祭 
皇女和宮の遺徳をしのぶ例祭が行われます。 

（小簾紅園［瑞穂市呂久1350番地］） 

みずほふれあいフェスタ 
市内最大規模のイベントです。ステージイベントや瑞穂市商工会によるたくさんの屋台
が幅広い客層に人気です。 

（瑞穂市役所巣南庁舎［瑞穂市宮田300番地2］） 

瑞穂市のイチオシ！ 
〈イベント〉ほづみ夜市、汽車まつり、みずほふれ

あいフェスタ、美江寺宿場まつり、皇女和宮例祭（春・

秋）、美江寺観世音のお蚕祭り、みずほ平和の祈り、

マルシェ 

〈特産品〉富有柿、ふゆーぱん、サボテン、バラ 

〈人物〉平山浩行、KARIN、川崎平右衛門 

〈スポット〉伊久良河宮跡、牛牧閘門、向かい地蔵、

小簾紅園、中山道美江寺宿跡、富有柿の母木、

忠太橋の桜、糸貫川のアジサイ、「マンポ」 

瑞穂市 
マスコットキャラクター 

かきりん

【問 合 先】 瑞穂市総合政策課　蕁327‐4128／笠松町役場企画課　蕁388‐1113

ふれあいフェスタでのステージイベント 

　事業系ごみは法律で、事業者自らの責任により処理しなければならないものと定められています。
事業系ごみを町内会のごみ集積所に出すことは、自らの責任で処理していることにあたりませんので、
一般廃棄物収集運搬業許可業者と契約するか、事前に役場環境経済課で手続きのうえ、㈱高島衛
生ごみ積替施設への直接搬入をご利用ください。 
〈事業系ごみとは〉 
　店舗や工場、事務所から出るごみをはじめ、営利・非営利、民間・公共を問わず、日々の生活から出
るごみ（家庭系ごみ）以外の、一定の目的をもって行う事業により出るごみのことです。 
◎ご注意ください！！ 
・事業系ごみは質や量に関わらず事業活動に伴って発生したごみのことを言います。少量であった

り家庭系ごみと変わらないごみであっても町内会のごみ集積所に出すことはできません。 
・事業所と住宅が併用の場合でも、必ず家庭のごみと事業に伴って出るごみを分けてください。 

ごみを減らしましょう ～事業系ごみは家庭系のごみ集積所に出せません～ 

平成31年4月1日から事業系可燃ごみを有料化します。 
ごみ処理手数料　10kgまでごとに108円 

自分らしい暮らしをいつまでも 

　少子高齢社会を迎え、私たち一人ひとりが、いつまでも健康で、皆
で支え合いながら住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが
できるような「まち」が求められています。日常生活の支援から介護や
介護予防、医療サービスまでを一体的に提供する仕組みを、地域の
特性に応じて皆で築き上げていく必要があります。 

住み慣れたまちで「あなたらしく」 

多世代とのつながりづくりのために　　第6回まちづくり研究会「いいね・かさまつ」 

　第6回まちづくり研究会「いいね・かさまつ」では、「多世代とのつながりと対話」をテーマに、地
域で多世代とのつながりや対話をもつためにどのようにすればよいのかを実際の取り組みやアン
ケート、聞き取り調査結果を参考に考えます。 
　あらゆる年代の方が安心して暮らし続けることができる町をめざし、皆さん
のご参加をお待ちしています。 

多世代交流　心を通わせること 

　これらの問題について「子ども、子育て世代から高齢者までの
あらゆる世代（多世代）とのつながりと対話が大切」と共通した意
見をいただきました。 
　「あいさつ」は、心を通わせ、情緒的なつながりを持つきっかけ
となり、子ども・子育て世代・高齢者など、あらゆる年代に関する地
域の理解とお互いを認め合うことにつながります。この「ゆるやか
なつながり」の積み重ねから、確かなつながりに発展し、ひいては
子育て世代や高齢者の方への困りごとの助け合いにつながると
考えます。 

自分にできること、共に考えること・・ 
まちづくり研究会の積み重ね 

　町や社会福祉協議会では、皆さんにこうした現状を伝
えるとともに、町の特性を理解し「自分ができること」「これ
から取り組むべきこと」について皆さんと一緒に考える場
として、平成29年2月からまちづくり研究会「いいね・かさま
つ」を開催し、話し合いを重ねてきました。 
　話し合いの中で、少子高齢化や生活形態の変化（ひと
り暮らし世帯の増加など）に伴う世代間交流の減少や、
地域のつながりの希薄化に伴う町内会や各団体の維持
に対する不安、ごみ出しをはじめとする生活モラルの低下
など、多くの課題が出されました。 

【日　　時】 
【場　　所】 
【参 加 料】 

1月27日（日）午後1時30分～3時30分（予定） 
笠松中央公民館3階　大ホール 
無料　※事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。 

【問 合 先】 健康介護課　蕁388‐7171

いくつになっても生きがいを 
持って、健康で暮らしたい… 
医療や介護が必要になっても 

住み慣れた家や地域で 
暮らし続けたい… 

【問 合 先】 環境経済課　蕁388‐1114

第5回まちづくり研究会の様子 

笠松町あいさつ運動の様子 

お ず こう えん 

平成31年1月1日　第1100号 平成31年1月1日　第1100号 




